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ど
こ
の
園

で
も
同
じ

だ
が
、
私
の

お
預
か
り

し
て
い
る
こ
ど
も
園
で
は
、

朝
「
マ
マ
行
か
な
い
で
」
と

泣
き
、
帰
り
は「
ま
だ
遊
ぶ
」

と
反
発
す
る
。段
取
り
も

〝
良
か
れ
〞も
通
ら
な
い
。し

か
し
よ
く
見
る
と
、
泣
き
も

反
発
も
〈
受
け
止
め
て
ほ
し

い
〉
と
い
う
必
死
の
サ
イ
ン

だ
。言
う
こ
と
を〝
聞
か
せ

る
〞の
で
な
く
、
願
い
を〝
聴

き
返
す
〞。思
い
通
り
に
さ

せ
る
こ
と
で
も
、
思
い
通
り

に
す
る
こ
と
で
も
な
く
、
た

だ
傍
に
立
つ
。そ
の
非
力
の

私
に
さ
え
「
必
ず
摂
取
し
て

捨
て
な
い
」
願
い
が
先
に
届

い
て
い
た
。泣
き
声
の
奥
に

南
無
阿
弥
陀
仏
を
聞
く
と

き
、
子
ど
も
と
の
関
係
は
管

理
か
ら
育
ち
合
い
へ
と
裏

返
る
。

赤
穂
北
組 

浄
光
寺 

布
埜
昭
憲
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１
９
９
５
年
に
竣
工
し
、

今
年
で
30
年
を
迎
え
る
本

願
寺
神
戸
別
院
お
よ
び
兵

庫
教
区
教
務
所
・
教
化
セ

ン
タ
ー
に
て
、
さ
る
５
月
末

よ
り
大
規
模
な
改
修
工
事

が
始
ま
っ
た
。改
修
工
事
に

あ
た
っ
て
の
事
前
調
査
で

は
、
建
物
の
耐
震
に
は
問
題

が
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
が
、
地
下
駐
車
場
の
漏
水

や
前
庭
の
舗
装
劣
化
、
外
壁

の
剥
が
れ
等
、
建
物
の
老
朽

化
が
随
所
に
散
見
さ
れ
て

い
た
。今
回
の
大
修
復
を
実

施
す
る
こ
と
は
、
建
物
の
安

全
性
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、

兵
庫
教
区
の
浄
土
真
宗
の

み
教
え
を
発
信
す
る
拠
点

と
し
て
の
再
整
備
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

工
事
は
今
年
度
一
杯
に

わ
た
り
段
階
的
に
進
め
ら

れ
て
お
り
、
院
内
で
は
通
常

通
り
法
要
や
各
種
行
事
が

執
り
行
わ
れ
る
中
で
、
参
拝

者
や
利
用
者
へ
の
影
響
を

最
小
限
に
抑
え
る
配
慮
も

な
さ
れ
て
い
る
。

既
に
地
下
駐
車
場
の
壁

面
や
建
物
外
壁
塗
装
に
お

い
て
施
工
が
か
な
り
進
み
、

い
よ
い
よ
未
来
を
見
据
え
た

新
た
な
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ

た
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

ま
た
、
皆
様
に
協
力
を
お

願
い
さ
せ
て
頂
い
て
い
る

修
復
懇
志
に
お
い
て
は
、
兵

庫
教
区
に
所
属
す
る
全
ご

寺
院
へ
の
依
頼
総
額
の
う

ち
、
既
に
70
パ
ー
セ
ン
ト
を

目
前
と
す
る
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
ま
た
門
信

徒
の
皆
様
お
よ
び
蓮
華
会

を
含
む
多
く
の
企
業
団
体

等
、
有
縁
の
方
々
か
ら
も
多

大
な
協
力
を
頂
い
て
い
る
。

皆
様
の
ご
協
力
に
心
か
ら

御
礼
申
し
あ
げ
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
こ
の
大
事
業

を
共
に
支
え
て
い
た
だ
く

こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

未
来
を
見
据
え
た

令
和
大
修
復
工
事
、始
ま
る
！！

11

親鸞聖人像を除きすっぽりと足場に囲まれている

順調に進む駐車場壁面・天井の防水工事

き

そ
ば

せ
っ
し
ゅ ひ

すな

も

あ

み

だ

り
き

ぶ
つ
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比
叡
山
の
最
も
南
に
位
置
す
る

無
動
寺
谷
は
、回
峰
行
の
根
本
道

場
で
あ
り
、そ
の
中
心
と
な
る
お

堂
が「
無
動
寺
明
王
堂
」で
す
。そ

の
歴
史
は
、第
三
代
天
台
座
主
・
慈

覚
大
師
円
仁
の
弟
子
で
あ
る
相
応

和
尚
が
比
良
山
の
葛
川
に
参
籠

し
、生
身
の
不
動
明
王
を
感
得
し

た
こ
と
か
ら
、貞
観
七
年（
八
六

五
）に
自
作
の
不
動
明
王
像
を
祀

る
堂
を
無
動
寺
谷
に
建
立
し
た
こ

と
に
始
ま
り
ま
す
。こ
れ
が
現
在

の
明
王
堂
の
前
身
で
あ
り
、こ
こ

に
相
応
和
尚
に
よ
っ
て
、回
峰
行

の
根
本
道
場
と
し
て
の
基
盤
が
確

立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。明
王

堂
は
何
度
か
火
災
と
復
興
を
繰
り

返
し
、現
在
の
お
堂
は
天
保
十
四

年（
一
八
四
三
）以
降
の
再
建
に
よ

る
も
の
で
す
。

比
叡
山
を
代
表
す
る
修
行
の
ひ

と
つ
で
あ
る
千
日
回
峰
行
は
、七

カ
年
一
千
日（
実
際
は
九
七
五
日
）

を
満
行
と
し
ま
す
。は
じ
め
の
三

年
目
ま
で
は
連
続
百
日
、四
・
五
年

目
は
連
続
二
百
日
、東
塔
・
西
塔
・

横
川
か
ら
坂
本
へ
下
り
、ま
た
無

動
寺
谷
へ
上
っ
て
い
く
と
い
う
七

里
半（
約
三
十
キ
ロ
）の
行
程
を
、

礼
拝
・
読
誦
し
な
が
ら
歩
き
ま
す
。

七
百
日
を
満
行
す
る
と
、い
よ
い

よ「
堂
入
り
」で
す
。堂
入
り
と
は
、

明
王
堂
に
て
九
日
間
、断
食
・
断

水
・
不
眠
・
不
臥
で
不
動
真
言
を
十

万
遍
も
唱
え
続
け
る
と
い
う
、極

め
て
過
酷
な
苦
行
で
す
。堂
入
り

を
終
え
る
と
行
者
は
生
身
の
不
動

明
王
と
も
い
え
る
阿
闍
梨
と
な

り
、こ
れ
ま
で
修
し
て
き
た
自
利

行
に
加
え
て
、人
々
を
救
う
利
他

行
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。六

年
目
の
百
日
間
は
そ
れ
ま
で

の
行
程
に
京
都
・
赤
山
禅
院
へ
の

往
復
が
加
わ
り
、毎
日
十
五
里（
六

十
キ
ロ
）歩
き
ま
す
。最
後
七
年
目

の
前
半
百
日
は
、当
初
の
行
程
に

加
え
て
京
都
市
中
へ
出
て
利
他
行

に
励
み
、毎
日
二
十
一
里（
約
八
十

四
キ
ロ
）歩
き
、そ
し
て
後
半
百
日

は
、元
の
七
里
半
に
戻
り
満
行
を

迎
え
ま
す
。こ
う
し
て
、ト
ー
タ
ル

で
お
よ
そ
地
球
一
周
分
も
の
距
離

を
歩
き
つ
つ
、峰
々
の
神
仏
へ
礼

拝
を
捧
げ
る
行
が
千
日
回
峰
行
な

の
で
す
。

回
峰
行
の
根
本
道
場
で
あ
る
明

王
堂
と
浄
土
真
宗
が
、ど
の
よ
う

な
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
と
、

実
は
前
回
ご
紹
介
し
た「
大
乗
院
」

に
は
、比
叡
山
時
代
の
親
鸞
聖
人

が
回
峰
行
を
修
し
て
い
る
様
子
が

描
か
れ
た
、『
親
鸞
聖
人
実
伝
』と

よ
ば
れ
る
御
絵
伝
が
伝
わ
っ
て
い

る
の
で
す
。そ
こ
に
は
、回
峰
行
の

行
者
が
身
に
纏
う
白
い
装
束
を
着

た
親
鸞
聖
人
が
、あ
ま
り
の
修
行

の
厳
し
さ
に
、気
絶
し
て
倒
れ
こ

ん
で
い
る
姿
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。こ
の
場
面
の
詞
書
に
は
、「
大

満
の
行
御
修
行
の
砌
」と
あ
り
、比

叡
山
で
は
千
日
回
峰
行
を
満
行
し

た
行
者
を「
大
満
行
者
」と
称
す
る

こ
と
か
ら
、親
鸞
聖
人
が
回
峰
行

を
修
し
て
お
ら
れ
る
様
子
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。実
際
に
親

鸞
聖
人
が
比
叡
山
で
回
峰
行
を
修

し
て
お
ら
れ
た
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、こ
う
し
た
伝
承
が
今
日
の

比
叡
山
の
地
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ

と
は
、聖
人
の
在
叡
時
代
の
行
実

を
考
え
る
上
で
、重
要
な
手
が
か

り
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

相
愛
大
学 

非
常
勤
講
師

阪
神
西
組 

信
行
寺
住
職

四
夷 

法
顕

し

い

ほ
う
け
ん

無
動
寺
谷
明
王
堂

真宗とゆかりある比叡山のお堂
親鸞聖人はかつて20年間、比叡山で修学されていました。その比叡山には数多くのお堂がありますが、本連載では、特に浄土
真宗とゆかりがあるお堂をご紹介させていただきます。関わりを知ると、また違った視点からお参りできるかもしれませんよ。

2025年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2026年1月 2月 3月

工

事

着

工

工

事

完

了

【地下駐車場】
足場組立

【本館・東西棟、住居棟】
外壁足場組立

【地下駐車場】
壁面塗装

【地下駐車場】
シャッター更新

【前庭広場】
階段手摺り取付

【本館屋上・地下駐車場】
防音パネル補修・防煙垂れ壁復旧

【前庭広場・地下駐車場】
As舗装打替・ライン工事

【前庭広場】
階段タイル貼替

【本館屋上・東棟】
足場解体

【本館・西棟、庫裏棟】
足場解体

【地下駐車場】
足場解体

【前庭広場】
仮囲い設置

【前庭広場】
仮囲い撤去

騒音作業 臭気作業 騒音・臭気作業

【前庭広場・地下駐車場】
壁・天井面　ナルライト注入

み
ょ
う
お
うか

つ
ら
が
わ

じ
ょ
う
が
ん

せ
き
ざ
ん

ま
と

ひ  

ら 

さ
ん
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 7月 19日

 7月 25日

 8月 1日

 8月 2日

 8月 3日

 8月 15日

 8月 18日

 8月 23日

 8月 26日

 9月 6日

 9月 7日

 9月 11日

 9月 14日

 9月 22日

 9月 26日

 9月 27日

仏壮　丹波・但馬ブロック研修会

2025年度　兵庫教区得度講習会

暁天講座  講師：藤本 智彰 師（加西市光専寺）

暁天講座  講師：別所 法宣 師（神戸市教覚寺）

暁天講座  講師：四夷 法顕 師（西宮市信行寺）

盂蘭盆会  講師：西本 浩二（本願寺神戸別院輪番）

寺院子弟交流イベント「テラメイツ」

47回まことの保育大学講座

第3連区布教使研修会

東西保育連盟研修会

仏壮　岡山ブロック研修会

総代会　姫路ブロック研修会

仏壮　東播ブロック研修会

秋季彼岸会  講師：樹木 正法 師（山口県浄蓮寺）

保育連盟新任研修会

総代会　東播ブロック研修会

　

7
月
23
日
、
24
日
神
戸

別
院
に
て
総
代
会
一
泊
研

修
会
を
開
催
。
揖
龍
西
組

西
法
寺
住
職
岩
谷
教
授
師

を
講
師
に
お
迎
え
し
、
「
歩

も
う
住
職
と
と
も
に
」
と

題
し
て
50
名
の
参
加
者
が

2
日
間
に
わ
た
り
学
び
と

交
流
を
深
め
た
。

　

７
月
28
日
〜
30
日
に
か

け
て
、
兵
庫
教
区
少
年
連

盟
『
第
62
回
少
年
連
盟
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
』
が
多
可
組

光
福
寺
に
て
開
催
さ
れ
、

小
学
3
年
生
以
上
の
約
50

人
が
参
加
と
な
っ
た
。
開

催
地
で
あ
る
西
脇
市
の
郷

土
料
理
の
巻
き
ず
し
作
り

や
『
た
ん
ば
恐
竜
博
物

館
』
や
『
日
本
へ
そ
公
園
』

へ
の
訪
問
を
通
し
、
ワ
ク
ワ

ク
す
る
体
験
を
得
る
熱
い

3
日
間
と
な
っ
た
。

　

２
０
２
５
年
7
月
30
日
、

神
戸
別
院
に
て
蓮
華
会
総

会
と
講
演
会
を
開
催
。
講

演
会
で
は
和
泉
元
彌
氏
に

よ
る
狂
言
講
演
「
和
泉
流

宗
家
狂
言
の
世
界
〜
伝
統

が
伝
え
る
も
の
。
そ
し

て
、
未
来
へ
〜
」
を
堪
能

し
懇
親
会
で
も
交
流
を
深

め
、
伝
統
芸
能
の
魅
力
を

共
有
し
た
。

　

モ
ダ
ン
寺
土
曜
子
ど
も

会
で
は
、
８
月
２
日
か
ら
３

日
に
か
け
て
『
モ
ダ
ン
寺
土

曜
子
ど
も
会
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
』
が
開
催
さ
れ
た
。

灯
篭
作
り
や
大
き
な
ス
ク

リ
ー
ン
で
の
映
画
鑑
賞
、
ス

イ
カ
割
り
の
ほ
か
、
み
な
と

や
ま
水
族
館
へ
の
遠
足
を

楽
し
ん
だ
だ
け
で
な
く
、

夜
の
勤
行
や
暁
天
講
座
へ

の
出
席
で
よ
き
仏
縁
に
恵

ま
れ
た
２
日
間
と
な
っ
た
。

　

２
０
２
５
年
９
月
５
日
、

神
戸
別
院
３
階
本
堂
に
て

兵
庫
教
区
青
年
僧
侶
の
会

結
成
45
周
年
記
念
大
会
を

開
催
し
た
。
〜
か
た
ち
は

異
な
れ
ど
、
讃
え
る
心
は

ひ
と
つ
〜
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
歴
代
会
長
の
ご
法
話

と
賛
助
会
員
の
雅
楽
演

奏
、
そ
し
て
福
井
県
よ
り

お
招
き
し
た
朝
倉
行
宣
さ

ん
に
発
案
者
自
ら
『
テ
ク

ノ
法
要
』
を
指
揮
し
て
い

た
だ
い
た
。
現
代
技
術
の

光
と
音
楽
に
よ
る
演
出

は
、
写
真
で
は
伝
え
ら
れ

な
い
魅
力
と
味
わ
っ
た
こ

と
の
な
い
一
体
感
が
あ

り
、
参
拝
者
に
も
大
変
好

評
で
あ
っ
た
。

　

９
月
９
日
に
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
寺
族
婦
人
研
修
会

が
神
戸
別
院
に
て
開
催
さ

れ
、
近
畿
各
地
よ
り
約
４

０
０
名
も
の
多
く
の
方
々

に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

記
念
講
演
に
釈
徹
宗
さ
ん

に
ご
登
壇
い
た
だ
き
、
そ

の
後
、
ギ
タ
リ
ス
ト
の
古

川
忠
義
さ
ん
に
よ
る
ギ

タ
ー
演
奏
を
お
楽
し
み
い

た
だ
い
た
。

　

9
月
18
日
に
東
京
・
国

立
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑

に
お
い
て
、
第
45
回
千
鳥
ヶ

淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要
が

勤
修
さ
れ
、
所
長
が
結
衆

と
し
て
出
勤
し
た
。
戦
後

80
年
を
迎
え
る
今
、
法
要

を
通
じ
て
す
べ
て
の
戦
争

犠
牲
者
を
追
悼
し
平
和
へ

の
誓
い
を
新
た
に
し
た
。

総
代
会
一
泊
研
修
会

第
62
回
少
年
連
盟

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

モ
ダ
ン
寺
土
曜
子
ど
も
会

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

蓮
華
会
総
会
講
演
会

千
鳥
ヶ
淵
法
要
記
事

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

寺
族
婦
人
研
修
会

青
僧
会
　

45
周
年
記
念
行
事

厳かに修行された法要の様子

日本のへそにて「ハイ  チーズ！！」

光と音という現代技術による「お飾り」

分散会では総代同士で会話が弾む様子が見受けられた

アプサラスの皆さんによる仏教讃歌

記念撮影に笑顔で応じる和泉元彌氏

思い思いのイラスト入り灯篭を
手にする子どもたち

行 事 日 程
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年
３
回
発
行
の
リ
ー
フ
レ

ッ
ト『
法
』シ
リ
ー
ズ
。今
回
の

報
恩
講
号
は
、
正
親
智
隆
さ

ん
（
岡
山
北
組
宝
福
寺
）
に
ご

執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。一

部
30
円
（
送
料
実
費
）
で
頒
布

し
て
お
り
ま
す
。ご
注
文
は

教
務
所
ま
で
。

【
教
務
所 

℡ 078

‐341

‐5949 

����078

‐341

‐8526

】

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

『
報
恩
講
』 

受
付
中

 26日 （水） 14時
 27日 （木） 10時
   14時
 28日 （金） 10時

逮 夜 法 要
日 中 法 要
大逮夜法要
満日中法要

2025年
11月26日（水）～28日（金）

期 日

内田正祥 師
（三重県四日市市・正覚寺）

ご 法 話

公式チャンネルにて動画配信中

令和七年度  本願寺神戸別院

報恩講法要

2
0
2
６
年
版「
仏
婦
手
帳
」受
付
開
始

心温まるご法話や仏婦活動の紹介、本願
寺・神戸別院の法要行事などを掲載。
み教えと共に素敵な一日を始めましょう。

ご注文は
QRコードから！

600円（税込）

振込用紙同封
（振込手数料ご負担）

お支払

ご注文から1週間程度
（送料着払い）

お届け

朝戸臣統さん
（仏婦連盟総連盟講師）

ご法話


